
隔
託

前

川

謙

依
嘱
製
作
一
覧

『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー
七
。

T
．
六

・
一
・
三
一
〕

依
願
解
啜
（
同
年
十
二
月
十
四
日
付
）

文
庫
掛
雇
板
橋

依
願
解
嘱
（
同
年
十
二
月
二
十
一
日
付
）

暖

託

笠

原

依
願
解
頓
（
同
年
十
二
月
三
十
一
日
付
）小
林
編
五
郎

雇
を
命
す

製
版
科
助
手
を
命
す
（
大
正
六
年
一
月
八
日
付
）

●
授
業
始
の
式
授
業
始
め
の
式
は
例
年
の
如
く
一
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
大

講
堂
に
於
て
畢
行
せ
ら
れ
た
り
。
式
は
校
長
の
式
辟
に
始
ま
り
、

御
員
影
奉

拝
、

勅
語
捧
訊
に
て
了
れ
り
。

●
職
員
の
年
賀
交
換
會
授
業
始
め
の
式
了
り
て
後
、
職
員
一
同
は
例
の
如
く

會
議
室
に
集
り
、
吉
例
の
大
盃
を
畢
げ
て
新
年
を
賀
し
、
歎
談
時
を
移
し
散
會

し
た
り
。

〔
む
ぺ
〕

●
生
徒
募
集
本
年
四
月
入
學
せ
し
べ
む
き
生
徒
を
募
集
す
、
詳
細
の
事
項
を

知
ら
ん
と
す
る
も
の
は
郵
券
二
錢
を
添
へ
て
申
出
づ
べ
し
。

口
募
集
人
員

日
本
霊
科
二
十
人

彫
刻
科
塑
造
部
八
人

圏
案
科
第
一
部
十
人

臨
時
窯
員
科

ロ
入
學
願
書
提
出
期

文
庫
掛
を
命
す
（
同
年
十
二
月
十
二
日
付
）

八
人

圏
聾
師
範
科
十
八
人

雇
を
命
す

漆

工

科

五

人

製

版

科

八

人

臨

時

屈

森

泉

倉

金

工

科

五

人

錨

造

科

五

人

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授
（
大
正
五
年
十
二
月
十
一
日
付
）

雇

助

手

小

泉

勝

爾

●
辟
令

圏
案
科
第
二
部
五
人

西洋聾科三十人

彫刻科木彫郡三人

御凰御月且書蒔鵜内時 品

飾凰 絵鍋 藤

噴 卓子

時水紙 子ヽ 置爵

計塔硯箱棚机物像銅 鐘 名

査壺壼壺訊壼壺壺 数

個基揃個脚対謳個 羅

同同同同同同同前

［ 鷹

同未同同同同同竣 末竣竣本［ 
竣
工 工 工工

東藤東華下三三益 依
井

田 族條 宅田
京 宮

會康郎八 正彦
嘱

敏
次 五

市郎職館麿郎意郎 者

留
七 進

第2立制度改革期 714 



相
州
湯
河
原
へ

伊
豆
天
城
へ

本
年
三
月
一
日
よ
り
同
月
十
五
日
ま
で

ロ
入
學
試
験

本
年
一
＿
一
月
―
―
―十
日
本
校
内
に
於
て
施
行
す

十
一
月
廿
八
日
よ
り
往
復
十
日
間
に
て
鹿
兒
島
へ

●
宮
島
書
記
遠
逝
本
校
書
記
宮
島
孝
氏
は
敷
年
前
よ
り
喘
息
を
病
み
兎
角
健

康
勝
れ
ず
、
薬
餌
に
親
し
む
日
多
か
り
し
が
、
本
月
廿
一
日
夜
俄
に
病
革
り
同

夜
九
時
遂
に
逝
去
せ
ら
る
、
痛
惜
の
情
に
堪
え
ず
、
氏
は
明
治
三
年
一
月
五
日

前
橋
に
生
れ
、
明
治
三
十
三
年
七
月
廿
五
日
本
校
雇
を
命
じ
、
庶
務
掛
兼
赦
務

掛
を
命
ぜ
ら
る
、
後
明
治
四
十
年
三
月
十
四
日
本
校
書
記
に
陸
任
し
、
依
然
庶

務
掛
兼
数
務
掛
を
奉
じ
謹
直
敦
厚
を
以
て
稲
せ
ら
れ
た
り
、
遺
孤
十
五
歳
を
首

と
し
て
男
女
五
人
あ
り
と
い
ふ
。

●
職
員
動
静

0
鹿
島
英
二
氏
（
教
授
）

出
張
せ
ら
る
。

奈
艮
へ
旅
行
法
隆
寺
壁
書
を
観
覧
せ
ら
れ
た
り
と

閥
西
地
方
へ

0
正
木
直
彦
氏
（
校
長
）

0
白
山
＿揺
松
氏
（
教
授
）
大
阪
へ

0
田
邊
至
氏
（
助
手
）
伊
豆
地
方
へ

0
野
口
六
三
氏
（
助
手
）
横
須
賀
市
へ
蹄
省

〇
結
城
貞
松
氏
（
教
授
）
京
都
紳
戸
福
山
大
阪
奈
l

艮
ヘ

0
水
谷
鐵
也
氏
（
助
教
授
）

0
寺
崎
廣
業
氏
（
教
授
）

〇
矢
代
幸
雄
氏
（
啜
託
）

大
阪
方
面
へ

0
白
井
保
次
郎
氏
（
教
授
）

〔
―
―
-
〕

0
川
合
芳
二
郎
氏
（
教
授
）
三
重
縣
及
岐
阜
縣
へ
何
れ
も
年
末
年
始
の
休
暇

を
利
用
し
て
旅
行
せ
ら
れ
た
り
。

雇
を
命
す

本
科
卒
業
期
中
の
数
員
志
望
者
及
び
圏
霊
師
範
科
第
三
年
生
に

消

渡

邊

啓

依
願
解
厨
（
同
年
二
月
十
六
日
）

雇

助

手

末

弘

直

士

数

授

従

五

位

幅

松

叙
勲
六
等
授
瑞
賓
―章

（
大
正
六
年
一
月
廿
九
日
）

芹
澤

雇
を
命
す

臨
時
窯
員
科
助
手
を
命
す
（
同
年
二
月
八
日
）

数

授

福

井

信

之

進

休
職
を
命
す
（
同
年
二
月
十
五
日
）

縮
聾
授
業
を
嘱
託
す
（
同
年
二
月
十
七
日
）

海
野

金
工
科
助
手
を
命
す
（
同
年
同
月
同
日）

●
宮
城
拝
観

宮
城
拝
観
を
差
許
さ
れ
た
る
を
以
て
、
本
月
二
十
八
日
午
前
大
村

〔西
崖
〕
生

徒
監
白
濱

〔徴
〕
教
授
指
導
の
下
に
拝
観
す
る
こ
と
4

せ
り

雇
を
命
す

庶
務
係
兼
数
務
掛
を
命
す
（
同
年
二
月
五
日
）

浅
井
甚
三
郎 閑

●
辟
令

白
山

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー
八
゜

T
•

六
・
ニ
・

ニ
八
〕

715 第17節大正 6年



●
辟
令

大
正
五
年
よ
り
六
年
に
亘
る
本
校
一
覧
は
、
去
る
二
月

書

記

屋

代

弓
術
副
指
南
兼
務
を
命
ず
（
大
正
六
年
三
月
五
日
）

●
本
科
四
年
生
の
修
學
旅
行
本
年
度
京
都
奈
＿艮
地
方
へ
の
修
學
旅
行
は
来
る

四
月
十
四
日
よ
り
同
月
二
十
九
日
ま
で
往
復
十
六
日
間
（
奈
＿
艮
に
六

日
間
京
都

に
六
日
間
）
の
豫
定
な
り
と
。

●
本
校
一
覧
の
配
付

鉄

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー
九

。

T
．

六
・

三
•

三
一
〕

●
櫂
田
大
侶
正
の
講
演
本
校
に
て
は
近
頃
大
憎
正
櫂
田
雷
斧
氏
の
指
岡
の
下

に
新
調
せ
る
佛
赦
服
装
（
袈
裟
、
覆
肩
衣
、
絡

膊
、
天
衣
、
祖
、
朝
霞
、
腰

縦
、
祭
櫻
）
を
購
入
し
た
る
以
て
、
同
師
に
請
ひ
、
本
月
十
六
日
午
後
一
時
よ

り
大
講
堂
に
於
て
其
着
用
次
第
の
講
佃
を
聴
問
し
た
る
が
、
モ
デ
ル
に
着
用
せ

し
め
て
、
佛
、
菩
薩
、
明
王
、
僧
侶
等
の
法
衣
に
つ
い
て
詳
細
な
る
説
明
あ
り

た
り
。

●
職
員
動
静

〇
屋
代
欽一
二
氏
（
書
記
）
去
る
一
月
十
五
日
東
京
帝
國
大
學
よ
り
學
生
弓
術

教
導
補
助
を
隅
託
せ
ら
る
。

0
水
谷
鐵
也
氏
（
助
教
授
）
本
郷
謳
駒
込
紳
明
町
五
四
の
新
築
成
る
。

0
三
浦
鋤
三
郎
氏
（
助
手
）

二

月

二
日
御
宜
父
内
田
寛
翁
を
亡
は
る
。

0
小
島
憲
之
氏
（
隅
託
）
第
一
高
等
學
校
に
在
職
せ
ら
る
4

こ
と
三
十
六
年

の
永
き
に
及
べ
る
為
め
、
同
校
出
身
の
有
志
者
は
束
月
中
旬
祝
賀
會
を
催
し
、

岡
田
三
郎
助
氏
筆
の
肖
像
を
同
校
園
書
館
へ
掲
げ
記
念
と
す
べ
し
と
。

九
日
）

隔

託

米

村

鍵

和
田
畑

●
職
員
動
静

〇
矢
代
幸
雄
氏
（
冦
託
）

ず。0
久
米
桂
一
郎
氏
（
教
授
）
荏
原
郡
大
崎
町
上
大
崎
六
三
一
へ
轄
居
、
電
話

番
琥
も
芝
四
五
一
―

10
に
襲
更
。

庶
務
掛
雇

数
務
掛
兼
務
を
命
す
（
三
月
三
十

一
日
）

嘱

託

鈴

川

稗
奈
川
縣
へ
出
張
を
命
す
（
四
月
九
日
） 東

谷
七
三
郎

御
同
情
に
堪
え

赦
授
隅
託

學
術
宜
地
指
導
の
為
め
京
都
府
及
奈
一艮
縣
へ
出
張
を
命
す
（
四
月
九
日
）

書

記

増

井

兼

吉

生
徒
修
學
旅
行
に
付
京
都
府
及
奈
一艮
縣
へ
出
張
を
命
す
（
四
月
九
日
）

新
納
忠
之
介

本
校
生
徒
京
都
府
及
奈
良
縣
修
學
旅
行
に
付
臨
時
宜
地
指
導
を
嘘
託
す
（
四
月

●
辟
令

正
吉
英
作
信

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー

1
。

T
•

六
•
四
・
三
〇
〕

二
月
二
十
六
日
姉
君
を
亡
は
る

中
旬
を
以
て
、
本
校
卒
業
生
一
般
へ

、
本
校
よ
り
そ
れ
人
＼
配
付
せ
ら
れ
た

り。
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海
に
近
く
日

本

聾

科

本

科

勝

山

恒

射

山

形

士

景

同
、
朝
の
祈

同
、
眠
れ
る
女

同
、
お
ん
な

同
、
凪

同
、
女

同
、
植

樹

同
、
訊
書
の
あ
と

同
、
風

同

石
原

0
鈴

木

淳

大
崎
豊
次
郎

東
京
平

同

東
京
士

(
0
印
は
圏
甕
教
員
課
程
兼
修
者
）

同

玉
吉

埼
玉
平

卒
業
生
姓
名
及
卒
業
製
作
目
録

同

福
井
士

叙
従
七
位
（
四
月
二
十
日
宮
内
省
）

●
本
年
の
卒
業
式
本
校
第
二
十
六
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
、
例
年
の
如
く
三

月
二
十
九
日
午
後
一
時
半
よ
り
講
堂
に
於
て
畢
行
せ
ら
れ
た
り
。
式
は
例
の
如

く
に
し
て
、
先
づ
新
卒
業
生
著
席
し
、
次
に
各
所
よ
り
の
来
賓
卒
業
生
束
賓
の

式
場
に
著
席
す
る
や
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
病
氣
の
為
め
、
高
村

〔光
雲
〕

赦
授
は
校
長
代
理
と
し
て
壇
に
上
ら
れ
、
式
辟
に
引
績
き
て
、
卒
業
生
七
十
八

人
に
順
次
卒
業
證
書
を
授
典
せ
ら
れ
、
尋
で
卒
業
生
に
到
す
る
告
辟
あ
り
、
次

に
岡
田
〔
良
平
〕
文
部
大
臣
は
壇
上
に
登
り
て
訓
辟
を
朗
誼
せ
ら
れ
、
卒
業
生

縮
代
勝
山
恒
射
氏
の
答
辟
あ
り
て
式
を
終
り
、
そ
れ
よ
り
来
賓
諸
氏
は
別
室
に

陳
列
し
た
る
卒
業
製
作
を
観
覧
し
、
職
員
卒
業
生
諸
氏
は
紀
念
の
撮
影
を
な
し

た
り
。
此
日
暁
来
の
雨
に
加
ふ
る
に
、

一
時
は
降
雨
甚
し
く
、
午
後
の
天
候
も

氣
逍
は
れ
し
が
、
十

一
時
頃
よ
り
快
睛
と
な
り
た
る
は
喜
ば
し
く
、
来
賓
中
に

は
本
校
創
立
者
な
る
濱
尾
〔
新
〕
男
爵
も
見
え
ら
れ
た
る
は
、
座
ろ
に
創
立
の

昔
を
偲
ば
れ
た
り
。
嘗
日
の
卒
業
生
及
作
品
目
録
、
文
部
大
臣
訓
酔
、

卒
業
生

答
僻
等
左
の
如
し
。

（や）

同 同

宮
城
平

同 同

0
飯
田
徳

田

多

助

0
大
沼
林
右
衛
門

0
高
橋
萬
之
丞

長
野
平

0
三

崎

道

夫

東
京
平

勇

山
口
士

同
、
穴

同

岩
手
平

同
、
牧

同
、
鏡
を
持
て
る
女

同
、
ひ
と
り
う
ら
な
い
の
あ
と

同

愛
知
平

同

0
三
浦
秀
之
助

鈴

木

巖

清
水
七
太
郎

大
阪
平

獲

同

林

正

三

茨

城

平

自
聾
肖
像
、
小
鳥
屋

老
婦
母
子

同
、

同
、
陽

炎

本
科
0
川
合
改
次
郎

保
田
重
右
衛
門

0
坂
本
竹
四
郎
青
森
平

同 同

和
歌
山
平

静
岡
平

西

洋

甕

科

来

迎

選
科

輝

栃
木
平

仕

同

香
川
平

夕

度暮

同

長
野
平

襲
爵
被
仰
付
（
四
月
二
十
日
宮
内
省
）

書
記

足
立
芳
五
郎

熟奇秋初
柿峯山
の染騎秋
頃秀旅

同

0
井
桁

0
青
木
寛
四
郎

佐
々
木
義
政

佐
取

晋

東
京
士

同

0
土
肥

宜

香

川

士

依
願
解
嘱
（
四
月
十
日
）

故
子
爵
黒
田
浦
網
家
督
相
績
人清
輝

黒
田

同

〇

狩

野

春
光
悠
々

遠
き
國

同

福

田

久
也
威
信

東
京
平

東
京
士

同

田

上

尚

之

富

山

平
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緞
帳
闘
案

本
科

0
富
田

基

一

東

京

士

大

迎

左

文

兵
庫
平

太

田

留

雄

福
島
士

第

郡

二

森

連

象

秋
田
士

淫

場

基

宜

山
梨
平

闘

案

科

紳
田
諸
橋
高
橋

吉
雄

岩
手
士

曾

野

勝

已

三
重
士

淵

選

科

駒

田

濱

治

東

京

平

義
富
政
範

新
潟
平

林

和
歌
山
平

悠

想

同

北
原
鹿
次
郎

松
平
榮
之
助

東
京
平

山
梨
平

松
岡

正
雄
義
明

奈
＿
艮
平

悌温免
れ
た
る
謄
木

彫

水
の
行
方

本
科

福
岡
平

松

田

義

之

愛
知
士

長
澤
喜
久
治

京
都
平

郡

長
崎
平

祗

田

恵

厳
島
平

同 選
科

京
都
平

花

同

山
梨
士

視

同

升
谷
和
一
郎

植
田
作
卯
衛
門

桝

澤

消

新

潟

平
石
川
平

壷瓶圏
聾
師
範
科

篠
崎
松
太
郎

同

男

同

誠
一
七
郎

片
岡
角
太
郎

大
分
平

同

同
、
誼

書

同
、
編

物

同
、
熟
讀
深
思

彫

刻塑

浴

後
こ
れ
か
ら

同

唐
杉
貝
塚

三
重
平

飾文阿
房禰
具陀錨櫨箱箱燈

佛造

本
科

義
男

山
本
興
三
次
郎

入

江

憲

吉

伊

藤

喬

奈
＿艮
平
富
山
平

丸
山

山
形
士

本
科

東
京
士

科

造

部 科

香

同

東
京
士

手

同

石
塚
明
一
―
―

宮
川

郁
雄

埼
玉
平

同

方雷

讚
永
洋
洋
鏑
湘
明
遠

支

那

手

選
科

前
田
田
代
辮
次
郎宜

東
京
士

同

支

那

賽

本
科

栃
木
平

同

支

那

金

工

同
、
牛

同
、
西

同
、
菜

同
、
夜

同
、

ニ
ン
フ
の
死

同

注金江

朝

鮮

本

科

野

澤

道

平

愛

知

平

詔

同

支

那

園

同

0

石

黒

義

保

0
新
井
喜
惣
治
智
開
隆
憲新

山
田

熊
本
士

装
釘
圏
案

各
種
工
藝
圏
案

卓
子
懸
及
窓
懸
圏
案

蒔
箱
書
棚
岡
案

第

二

郡

倶
楽
部
設
計
圏
案科

同

香
川
平

湖

選
科
〇
厳

支

那

同

0
石
田

石
川
平

同

埼
玉
平

同

同
、
日
の
出

同

長
野
平

同

吉
年

0
安
江

素
彦
孝
治瑛

小
西
繁
太
郎

石
川
士

大
阪
平

第2章制度改革期 718 



西
金

工

科

日
本
聾
科

西
洋
聾
科
塑
造

彫
刻
科

｛
蒻

岡
案
科
[
-
”

三五

ー五

I五六

l二四七

八

一三七ニー

八

Iーニ七一

固躊金圏彫

聾
案刻
科科

卒 師造工――‘―ヘ
業計 第第木塑
生
範

ニー彫造
科 科科科部部部部科

本作品別
科年-前
生の年
比
較六―

四—＝ 

卒
業
生
答
辟

春
風
馳
蕩
薦
物
熙
々
タ
リ
、
東
棗
ノ
櫻
花
笑
ヲ
帯
ヒ
テ
、
賂
二
芳
菅
ヲ
破
ラ
ン
ト

シ
、
不
忍
池
畔
ノ
新
柳
眉
ヲ
開
キ
テ
宵
條
ヲ
椋
ル

、
此
時
二
方
リ
本
校
第
二
十
六
回

卒
業
證
害
授
典
式
ヲ
畢
ゲ
ラ
レ

、
文
部
大
臣
閣
下
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
、
朝
野
貴
稗
諸
賢

ノ
賀
臨
ヲ
恭
ウ
シ
、
大
臣
閣
下
ョ
リ
懇
篤
ナ
ル
祝
規
ヲ
賜
ハ
ル
、
生
等
ノ
光
榮
欣
幸

何
物
ヵ
之
二
加
ヘ
ン
。
顧
レ
バ
生
等
始
メ
テ
本
校
二
學
ビ
テ
ヨ
リ
絃
二
五
星
霜
、
諸

先
生
ノ
薫
陶
指
導
二
由
リ
テ
藝
術
ノ
過
去
現
在
ヲ
知
リ
、
将
来
ノ
趨
勢
ヲ
窺
ヒ
知
ル

科

名

同

上

選
科
生

本
年
の

本
科
生

同

上

選
科
生

文

郡

大

臣

岡

田

頁

平

合

一
四

七
八

四

四 四

ー五

I l 

ー五

ニ四

＝→ ー／‘

甕

一
七

七

ニ
四

日
兼

子

秀

賢

久

保

熙

治

辰
野
源
太
郎

八

木

悌

二

卒
業
生
科
別
人
員

名壷

科
洋本

科

八

九

本
科

選
科

計

文
部
大
臣
訓
僻

美
術
ハ
宇
宙
萬
物
ノ
美
ヲ
稜
揮
シ
テ
、
正
純
ナ
ル
趣
味
ヲ
涵
蓑
シ
、
高
尚
ナ
ル
品
性

ヲ
陶
冶
ス
ル
所
以
、
必
ズ
ヤ
高
雅
ノ
詢
正
大
ノ
致
、
之
ヲ
観
ル
者
ヲ
シ
テ
神
爽
二
魂

清
ク
、
直
二
造
化
卜
冥
合
ス
ル
ノ
製
ア
ラ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ス
。
而
モ
斯
ノ
如
キ

ハ
、
修
養
二
累
ヌ
ル
ニ
修
養
ヲ
以
テ
シ
、
研
鑽
二
次
グ
ニ
研
鑽
ヲ
以
テ
シ
、
精
妙
ナ

ル
技
術
卜
高
尚
ナ
ル
人
格
卜
、
綜
セ
兼
ネ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
始
メ
テ
之
ヲ
能
ク
ス
ベ

キ
所
、
彼
ノ
或
ハ
繊
妍
自
ラ
喜
ビ
テ
流
俗
二
侯
リ
、
或
ハ
奇
矯
自
ラ
快
ト
シ
テ
努
力

ヲ
怠
ル
モ
ノ
ノ
、
決
シ
テ
裏
チ
得
ザ
ル
所
ク
リ
。
諸
子
夫
レ
居
常
思
ヲ
此
二
致
ッ
、

自
ラ
警
メ
自
ラ
密
ヒ

、
刻
苦
動
精
、
以
テ
将
来
ノ
大
成
ヲ
期
七
ヨ
。

若
シ
夫
レ
敦
育
ノ
任
二
鴬
ル
者
ハ
、
公
務
ヲ
奉
ズ
ル
コ
ト
熱
誠
二

、
生
徒
ヲ
郡
ク
コ

卜
梱
切
二
、
習
ニ
―
技
一
藝
ノ
師
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
人
格
徳
操
共
二
衆
生
ノ
範
夕

ラ
ン
コ
ト
ヲ
努
ム
ベ
シ
。
諸
子
ノ
卒
業
二
際
シ
テ
、

一
言
ヲ
述
ベ
テ
祝
辟
ト
ス
。

大
正
六
年
三
月
廿
九
日

静
岡
平

片
岡
早
川
半
田

一
雄

廣
島
平

長
野
平

修―――
憲
輔
貞
明

茨
城
士

群
馬
平

輻
岡
平

茨
城
士

吉
岡

千
葉
平

師漆錨
計

一
五

六
四

範

一
六
六
九

工 造

科科科

四

一
四
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永
峰
樋
口
哲
二
郎
一
正

新
潟
平

境

田

道

徳

川

浪

養

治

渡

部

幸

雄

福
島
士

河

野

榮

東
京
平

松

尾

至

誠

熊
本
士

香
川
平

佐
賀
平

小

平

正

彦

長
野
平

鈴

木

誠

岐
阜
平

豫
備
科
（
日
本
霊
科
）

常

岡

文

編

兵

庫

平

市
川
利
一
三
郎

宮

地

芳

信

和
歌
山
平

宮
崎
士

菅

野

泉

宮
城
士

長

屋

勇

山
口
士

三
重
平

高
田

直
貞
美

一

香
川
平

渡

邊

昇

愛
知
平

田
中
英
之
助

兵
庫
平

吉
澤

長
野
平

佐
々
木
松
次
郎

熊

谷

惣

太

笠

原

千

之

松

本

鋭

次

飯

守

好

雄

和
歌
山
平

●
新
入
學
生
本
年
新
入
學
生
と
し
て
四
月
六
日
入
學
を
許
可
し
た
る
者
左
の

如
し
。

大
阪
平

小
野
藤
一
郎

大
野
加
久
二

愛
知
平

大
阪
平

長
野
士

山
田

勇

東
京
平

（や）

●
卒
業
製
作
陳
列
會
前
項
の
卒
業
製
作
は
、
毎
年
の
例
に
よ
り
、
卒
業
式
の

翌
三
十
日
に
於
て
、
卒
業
生
の
父
兄
及
有
志
に
観
覧
せ
し
め
ら
れ
た
り
。
営
日

は
好
天
氣
な
り
し
を
以
て
、
束
観
者
甚
だ
多
く
、
二
千
八
十
七
名
と
註
せ
ら
れ

た
り
。

山
口
平

岡
本

喜
蔵

東
京
平

静
岡
平

，
鈴

木

啓

北
海
道
平

三
谷
坂
本

浩
三
幸
一

岡
山
平

静
岡
平

香
川
平

東
京
平

一田

ヲ
得
タ
リ
、
高
恩
肝
二
刻
｀
｀
‘
、
何
ノ
日
ニ
カ
之
ヲ
忘
却
ス
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ヤ
。
惟
フ

ニ
藝
術
ノ
事
タ
ル
畢
生
ノ
業
ニ
シ
テ
、
生
等
ノ
前
途
遼
遠
タ
リ
、
自
今
以
往
其
修
得

七
シ
所
二
基
キ
テ
、
盆
々
技
能
ヲ
研
磨
し
、
之
ヲ
将
来
二
焚
揮
七
ン
ト
ス
。
其
ノ
間

幾
多
ノ
障
害
ハ
固
ョ
リ
期
ス
ル
所
、

一
惹
諸
先
生
訓
育
ノ
旨
ヲ
服
贋
シ
テ
、
造
次
顧

洞
ダ
、モ
敢
テ
僻
ル
コ
ト
ナ
ク
、
百
難
ヲ
忍
ピ
萬
苦
二
耐
へ

、
孜
々
ト
シ
テ
邁
往
セ

バ
、
未
ダ
必
ズ
シ
モ
洞
滴
ノ
効
ヲ
致
シ
難
カ
ラ
ズ
ト
信
ズ
ル
ナ
リ
。
刻
苦
勘
精
各
々

〇
｀
ご

志
ス
所
二
従
ヒ
。
以
テ
有
終
ノ
美
ヲ
牧
メ
、
柳
ヵ
師
恩
ノ
萬
―
二
酬
ヒ
大
臣
閣
下
ノ

高
諭
二
答
へ

、
且
以
テ
今
日
ノ
光
榮
ヲ
空
ゥ
七
ザ
ラ
ン
事
ヲ
期
ス
。

更
二
叉
出
デ
、
岡
盟
教
育
ノ
任
二
嘗
ル
モ
ノ
ハ
、
本
校
赦
挫
ノ
趣
旨
ヲ
奉
戴
ッ
、
忠

買
其
ノ
職
二
盛
ッ
、
美
術
思
想
ノ
普
及
ニ
カ
ム
ル
所
ア
ル
ベ
ッ
。
不
肖
一
同
二
代

リ
、
謹
デ
蕪
僻
ヲ
陳
ペ
テ
答
辟
ト
ナ
ス
。

大
正
六
年
三
月
二
十
九
日
東
京
美
術
學
校
卒
業
生
純
代

勝
山

恒
射

清
康蔵

東
京
平

榮
一

村

上

三

郎

一
木
隈
二
郎

榎
本

和
歌
山
平

豫
備
科
（
西
洋
甕
科
）

川
島

昌

介

大
海

山
形
平

佐
賀
平

栃
木
平

藤
太

大
江
寅
五
郎

光
石

佐
賀
士

橋

本

徳

男

佐
々
木
左
作

伊
藤
孝
太
郎

木

村

俊

雄

川
村

治
夫

落

合

寛

茂

飯

村

哲

武
田
乾
一
郎

宮
城
士

秋
田
平

茨
城
平

齋
藤
根
上
後
藤

富
治
徳
次

山
形
平

長
野
平

東
京
平

東
京
士

高
野

岡
山
平

宮
崎
士

坂
木

東
京
平

東
京
平

西

長
崎
士

長
野
平

長
崎
士

川
野
宮
川

廣
好
利
之保

喜
次
健
兒
赦
雄

石
川
平

大
分
平

倉

原

菊

富
山
平

安

念

敬

夫

富
山
平
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山
口

中

茨
城
平

金

井

勝

術

群
馬
平

加

藤

龍

治

宮
城
平

泉
川

喜
六

香
川
平

村
岡
幸
太
郎
正
麿

山
本

東
京
平

宇
田
喜
久
雄

輻
島
士

浅

井

重

次

大
阪
士

深

瀬

嘉

臣

東
京
平

香
川
平

弘
井
安
太
郎

高
知
平

新

田

維

義

島
根
平

豫
備
科
（
金
工
科
）

鹿
兒
島
兼
三
郎
東
京
士

中

村

秀

埼
王
平

川

島

政

次

兵
庫
平

雪

野

元

吉

神
奈
川
平

鎌
田

巖
手
平

石

野

視

幸

岡
山
平

鈴
木
喜
三
郎

大
阪
平

田
ロ

戌
光

茨
城
平

岡
粛
師
範
科
第
一
年
級

次
郎

谷

内

治

橘

豫
備
科
（
囮
案
科
第
二
郡
）

富
山
平

新
井

仲
吉
賢
次

群
馬
平

西
村
小
野

山
形
士

東
京
士

茨
城
平

原長
澤

某

群
馬
士

水
谷

東
京
平

中
山

義
明
十
衛
一
郎
郁
也

扁
島
平

山
口
士

松
田
泉

谷

喜

一

郎

石

川

平

豫
備
科
（
彫
刻
科
木
彫
郡
）

田

中

林

蔵

富
山
士

豫
備
科
（
圏
案
科
第
一
郡
）

原

規

一

石

川

士

山

賀

謙

吉

祐
四
郎

京
都
士

長
崎
平

松
尾

佐
賀
士

山
口
士

東
京
平

高

橋

久

勝

齋
藤
芳
太
郎

吉
村

二
郎

香
川
平

吉
田

藤
吉
三
郎

臨
時
常
慎
科
第
一
年
級

英
男

巖
手
士

新
井
原
田
河
上
小
貫

欽
吾
艮
雄
兼
士
道
貫

埼
玉
平

香
川
平

豫
備
科
（
躊
造
科
）

仁

王

浩

一

郎

静

岡

平

佐

原

亮

太

郎

東

京

平

豫
備
科
（
漆
工
科
）

西

野

健

一

富

山

平

勝

山

重

典

山

形

士

製
版
科
（
第
壼
年
級
）

柿

沼

保

次

相
生
垣
貫
二

、
ー
4
"ハ
野
村
津
村

兵
庫
士

田
中
二
三
郎

東
京
平

石
川
平

野

尻

榮

富
山
平

省
吾

長
野
士

鈴

木

弘

東
京
士

兵
庫
平

戸

田

早

苗

愛
媛
士

武
平
健
一
愛
造

豫
備
科
（
彫
刻
科
塑
造
部
）

安

藤

照

鹿

兒

島

士

江

藤

陽

吉
甚
雄
尚
之

廣
島
平

堀
江

小
笠
原
貞
弘

中
村
一
艮
孝

兒

島

矩

一尚
志

巌
手
士

埼
玉
平

田

沼

米

吉

東
京
平

岩
田

東
京
士

岡
山
平

大
分
士

石
川
士

正

香
川
平

山
梨
士

原

和
歌
山
平

山
口

岡
山
士

岡
山
士

中
村

幅
岡
平

函

部

邦

香

松
本
静
太
郎

和
歌
山
平

飯
川
藤
田

隆
吉

村
上
滴
壽
兒

石
川
平

福
岡
平
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計

二
九
七

漆

科

製

版

科

臨
時
窯
慎
科

圏
聾
師
範
科

二
0
六
四

一
三
四
二
0

三
五
〇
七

一
九

二
月
二
十
三
日
御
養
父
櫃
密
顧
問
官
子
爵
黒
田
清

七

九

五五

1
0
 

一
四

九

工

四

四

四

錨

造

（木）

園
案
科
（
一
部
）

（
二
部
）

科科

五

五

●
寓
員
科
作
品
展
覧
會

金

工

五

五

七

五

同

八

四

四

1
0
 

＇ ノ‘

1
0
 

同

四

西
洋
聾
科

彫
刻
科
（
塑
）

八

七

九

八
七

三
五

1
0七

日
本
壷
科

四
五

六
九

ニ
八

志
望
學
科

許同
二可
六者上

入
學
志
願
者
及
許
可
者
前
年
比
較
表

昨
年
の

志
願
者

本
年
の

志
願
者

同

上

許
可
者

西

＊

日

厳富

田

金

田

代

躊

入

江

智賢憲
太
開郎 吉

西

徳

田

西

鈴

木

淳

金

前

田

辮多
次
郎助質

西

川

合

西

山

田

憲

義
人
秀
一

大
八
木
定
治

澤
田

可

新
潟
士

師木

久

塑木

唐北

山
形
平

齋
藤
中
村
利
府
松
岡

勝
吉
銀
六

三
重
平

因
に
、
右
の
中
日
本
盟
科
武
田
乾
一
郎
は
入
學
許
可
後
廣
瀬
と
改
姓
の
旨
居
出
あ

り
、
ま
た
漆
工
科
の
勝
山
重
典
藤
田
正
一
雨
名
は
後
れ
て
四
月
九
日
入
學
許
可
し
た

る
も
の
な
り
。

言
一
三
五

備
考

以
下
に
之
に
傲
ふ
。

頭
書
の
日
は
日
本
壺
科
、
木
は
木
彫
部
の
略

●
モ
デ
ル
規
程
改
定
本
校
に
於
て
は
本
年
四
月
よ
り
モ
デ
ル
取
締
方
法
を
改

む
る
こ
と
と
し
、
従
来
會
計
掛
に
て
掌
理
せ
し
モ
デ
ル
取
締
事
務
を
数
務
掛
に

移
し
、
モ
デ
ル
は
検
査
の
上
採
用
し
、
合
格
者
に
は
一
ケ
年
間
有
効
の
モ
デ
ル

證
を
交
付
す
る
こ
と
と
せ
り
。
本
校
卒
業
生
に
し
て
モ
デ
ル
傭
入
を
要
す
る
と

き
は
願
に
依
り
一
定
の
期
間
本
校
モ
デ
ル
選
定
所
に
於
て
選
定
す
る
こ
と
を
許

可
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
。

本
校
臨
時
寓
員
科
に
於
て
は
四
月
十
―
―
―
日
よ
り
十
五

日
ま
で
三
日
間
該
科
教
室
に
於
て
第
一
回
作
品
展
覧
會
を
開
き
、
生
徒
の
作
品

並
に
教
員
其
他
名
手
の
作
品
を
陳
列
し
、
｛
島
箕
科
及
製
版
科
の
教
室
作
業
室
を

も
公
開
し
て
公
衆
の
観
覧
に
供
し
た
り
。

●
職
員
動
静

0
黒
田
清
輝
氏
（
教
授
）

西

大
沼
松

今
回
研
究
科
へ
入
學
の
諸
氏
左
の
如
し
。

山

恒

射

上

野

威

信

林
右
衛
門

平

榮

之

助

保
碑
~
治
改
次
郎

西

原山
内

滋
賀
平

巖
手
平

●
研
究
生
入
學勝狩

日

日

佐

杉原浦取

隆誠鹿秀輝
次之
郎助

長
崎
士

中

廣

島

平

日

日

田

大
山

新

大
分
平

好
雄

群
馬
平

尚

之
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依
願
免
本
官
（
五
月
八
日
）

教

授

神

木

學
術
研
究
の
為
め
大
阪
市
へ
出
張
を
命
ず
（
五
月
八
日
）

正
八
位
辻
村
延
太
郎

漆
工
科
蒔
給
宜
習
及
漆
工
史
授
業
を
啜
託
す
（
五
月
十
九
日
）

隅
託
六
角
注
多
一艮

漆
工
科
調
漆
授
業
の
外
漆
工
製
作
宜
習
授
業
を
嘱
託
す
（
五
月
十
九
日
）

●
職
員
動
静

●
辟
令

〇
誹
木
健
介
氏
（
赦
授
）

る。

助
教
授

健
介

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー
I

1 。

T

．
六
•

五
・

三
一
〕

四
月
上
旬
栃
木
地
方
へ
旅
行
せ
ら
る
。

四
月
中
旬
公
用
に
て
出
雲
及
山
城
へ
出
張
せ
ら

網
翁
甍
せ
ら
る
。
本
校
よ
り
は
穂
代
と
し
て
大
村
〔
西
崖
〕
教
授
葬
俊
に
列
し

敬
弔
の
意
を
表
し
た
り
。

0
正
木
直
彦
氏
（
校
長
）
三
月
中
旬
よ
り
御
不
快
に
て
療
投
中
な
り
し
が
四

月
中
旬
全
快
せ
ら
る
。

0
堀
井
政
吉
氏
（
助
教
授
）

〇
閥
保
之
助
氏
（
暖
託
）

る
。

宮
内
省
の
用
務
に
て
四
月
中
旬
京
都
へ
出
張
せ
ら

0
松
岡
輝
夫
氏
（
助
教
授
）
春
休
を
利
用
し
東
北
地
方
に
遊
び
更
に
西
下
し

て
紀
州
道
成
寺
及
び
播
州
高
砂
地
方
へ
旅
行
せ
ら
る
。

石
井
吉
次
郎

嘱

託

＿
帝
室
技
藝
員
を
命
ず

（
六
月
十
一
日
宮
内
省
）

従
五
位
勲
五
等
矢
野

叙
勲
四
等
授
瑞
宜
章
（
六
月
二
十
六
日
）

雇
助
手

同 同 教

授

八
巻
於
菟
一
―
―

廣
業
鞘
音

川
合
芳
三
郎

平

田

宗

幸

寺
崎
小
堀

道
也

助
敦
授

嘱

託

数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付
（
五
月
廿
八
日
内
閣
）

岡
田
小
林

同

下
田

啜

託

小

島

憲
之
次
郎
萬
吾
起
作

●
辟
令
東
京
美
術
學
校
近
事

〔
一
六
ー
1

1

―。

T
．
六

・
九

・
――
10〕

0
高
村
光
雲
氏
（
数
授
）
電
話
小
石
川
―
―
八
二
番
に

〇
結
城
貞
松
氏
（
赦
授
）
電
話
小
石
川
一
五
七
三
番
に

0
六
角
注
多
一艮
氏
（
隔
託
）
電
話
小
石
川
八
三
七
番
に
執
れ
も
小
石
川
電
話

分
局
開
設
の
為
め
礎
更

ー

0
寺
崎
廣
業
氏
（
教
授
）
数
授
小
堀
栖
音
氏
教
授
川
合
芳
一
＿
一
郎
氏
数
授
結
城

貞
松
氏
助
教
授
松
岡
輝
夫
氏
は
五
月
八
日
島
津
公
爵
邸
へ
行
幸
啓
の
際
御
前

揮
奄
を
上
覧
に
供
せ
ら
る
。
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同 同 同 同 同 同

●
辟
令

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー
四
。

T
•

六
•

1
0
・

三
〇
〕

同 従
六
位

叙
勲
六
等
授
瑞
賓
章
（
八
月
二
十
五
日
）

数

授

黒
田
高
村
岡
田
三
郎
助

和

田

英

作

寺

崎

廣

業

白
井
保
次
郎

小

堀

鞘

昔

川
合
芳
三
郎

清
輝
光
雲

叙
従
四
位
（
七
月
三
十
一
日
）

沼
田
勇
次
郎

免
兼
官
（
以
上
七
月
二
十
五
日
）

正
五
位
勲
三
等

高

村

光

雲

安

田

祗

造

結

城

林

蔵

雇

任
東
京
美
術
學
校
書
記
（
以
上
六
月
三
十
日
）

正
五
位
勲
四
等
高
村

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授

叙
勲
三
等
授
瑞
賓
章

叙
勲
五
等
授
瑞
賓
章東
京
美
術
學
校
数
授
兼

東
京
高
等
工
業
學
校
教
授

東
京
高
等
工
業
學
校
教
授

兼
東
京
美
術
學
校
数
授

森
田
組
之
助

藤
岡
福
一
＿
一
郎

白
山

正
木
高
村
岡
田
三
郎
助

海

野

美

盛

島

田

佳

突
繭
松

第
五
回
圏
案
及
應
用
作
品
展
覧
會
審
査
委
員
を
啜
託
す
（
九
月
七
日
農
商
務
省
）

青

山

正

治

雇
を
命
ず
、
文
庫
掛
を
命
ず
（
九
月
十
三
日
）

●
職
員
動
静

0
正
木
直
彦
氏
（
校
長
）
六
月
二
十
六
日
御
母
堂
逝
去
の
御
不
幸
あ
り
、
本

會
〔
校
友
会
〕
網
代
と
し
て
大
村
〔
西
崖
〕
教
授
葬
儀
に
列
し
弔
意
を
表
す
。

0
香
取
秀
治
郎
氏
（
懸
託
）
瀧
野
川
町
田
端
四
三
八
ヘ

0
海
野
清
氏
（
助
手
）
本
郷
謳
駒
込
動
阪
町
三
二
七
ヘ

0
合
田
清
氏
（
闊
託
）
豊
多
摩
郡
千
駄
谷
町
原
宿
一
七

0
番
地
二
十
四
琥
ヘ

0
和
田
英
作
氏
（
数
授
）
麻
布
園
拌
町
八
ヘ

〇
矢
代
幸
雄
氏
（
隅
託
）
北
豊
島
郡
雑
司
ヶ
谷
村
五

0
三
へ
執
れ
も
韓
居
せ

ら
る
。

同

従
五
位
勲
六
等
海
野
美
盛

同 同

光
雲

同

美
術
審
委
員
會
委
員
被
仰
付
（
九
月
六
日
）

校

長

数

授

直
彦
光
雲

雇
助
手

同

藤

島

武
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子
圏

建
部
巣
兆
筆
田
舎
風
俗
巻

獨

託

矢

野

道

也

化
學
工
業
博
覧
會
審
査
官
を
暖
託
す
（
九
月
二
十
六
日
農
商
務
省
）

書
記
北
浦
〔
大
介
〕

美
術
審
査
委
員
會
に
開
す
る
事
務
を
啜
託
す
(
+
月
一
日
文
部
省
）

赦

授

白

濱

徴

學
術
質
地
指
導
の
為
京
都
大
阪
府
奈＿
艮
縣
へ
出
張
を
命
す
(
+
月
二
日）

赦
授

化
學
工
業
博
覧
會
審
査
官
を
嘱
託
す
(
+
月
十
五
日
農
商
務
省
）

嘱
託
澤
村
専
太
郎

印
度
旅
行
中
ア
ジ
ャ
ソ
タ
窟
寺
壁
聾
の
調
査
を
獨
託
す
(
+
月
十
八
日
）

覺
蒲

岡
郡

金
工
科
彫
金
史
の
授
業
を
闊
託
す
（
十
月
二
十
三
日
）

●
創
立
紀
念
日
十
月
四
日
例
年
の
通
り
職
員
生
徒
並
び
に
卒
業
生
参
集
大
講

堂
に
於
て
紀
念
の
式
典
を
畢
げ
、
正
木

〔直
彦
〕
校
長
の
式
辟
あ
り
て
後
本
日

〔
マ

マ

〕

〔

マ
マ

〕

の
催
と
し
て
半
月
湯
浅
吉
郎
氏
の
平
家
琶
琵
に
於
て
の
講
浪
並
に
平
家
琶
琵
小

督
の
演
奏
あ
り
、
次
に
瀬
山
如
山
、
三
上
代
山
雨
氏
の
平
家
琵
琶
那
須
典

一
演

奏
あ
り
た
り
、
ま
た
別
室
に
於
て
は
本
校
所
蔵
参
考
品
の
陳
列
あ
り
、
其
品
目

左
の
如
く
に
し
て
概
ね
大
正
一
―一
年
春
の
創
立
二
十
五
年
紀
念
祝
典
以
後
の
購
入

す
る
所
に
係
る
。

梵
文
陀
羅
尼
地
白
描
大
和
人
物
岡
金
光
明
王
紐
残
鋏
大
和
人
物
圏
他
土

佐
鰹
隆
筆
雪
中
行
幸
給
巻
醍
醐
寺
五
重
塔
板
箱
秋
月
箪
逹
磨
五
祖
六
祖

圏

啓

書

記

筆
月
夜
山
水
圏
千
巖
輝
師
賛
中
峰
像
讀
農
筆
樹
下
布
袋
圏

奈
＿艮
法
眼
鑑
貞
筆
逹
磨
圏

藤
麿
筆
樹
下
美
人
闘

鎌
田
禰
壽
治

尾
形
宗
謙
筆
住
吉
明
誹
岡

尾
形
乾
山
筆
撫

邊
景
昭
筆
蓮
飯

師

範

科

窟

員

科

錨

造

科

漆

工

科

製

版

科

日
本
聾
科

西
洋
聾
科

彫

刻

科

闘

案

科

金

工

科

雀

園

王

元

章
筆
墨
梅
圏
東
山
時
代
波
千
鳥
蒔
縮
合
子
高
豪
寺
蒔
箱
沈

箱

高

蛋
寺
蒔
縮
角
赤
文
庫
酒
井
田
柿
右
衛
門
元
緑
八
乙
亥
在
銘
平
鉢

箱
鍋
島
豆
英
文
様
皿
岩
倉
窒
葵
紋
平
皿
唐
時
代
土
偶

ペ
ル
シ
ャ
大
鉢

随
仁
壽
鏡

●
修
學
旅
行

園
聾
師
範
科
第
三
年
生
は
白
濱
〔
徴
〕
教
授
指
導
の
下
に
十
月

三
日
出
焚
京
都
大
阪
奈一
艮
の
三
府
縣
下
を
研
究
旅
行
し
同
月
十
三
日
蹄
京
し
、

又
各
科
生
徒
の
修
學
旅
行
は
、
十
月
二
十
四
日
よ
り
同
二
十
七
日
ま
で
の
問
に

於
て
左
の
各
方
面
に
向
つ
て
行
は
れ
、
海
野
〔
美
盛
〕
、
白
濱
〔
徴
〕
、
白
井
〔
雨

山
〕
、
島
田
〔
佳
突
〕
、
結
城
〔
素
明
ま
た
は
林
蔵
〕
、
櫻
岡
〔
三
四
郎
〕
、
鎌
田
〔
弥

．
寿
治
〕
、
長
原
〔
孝
太
郎
〕
、
松
岡
〔
映
丘
〕
の
数
授
助
教
授
其
他
指
尊
と
し
て
出

張
せ
り
。

箱
根
芦
の
湯
（
塔
の
澤
泊
）

蓋
原
箱
根
熱
海
（
芦
の
湯
熱
海
泊
）

箱
根
（
底
倉
、
姥
子
泊
）

伊
豆
（
長
岡
、
修
善
寺
泊
）

日
光
（
中
禅
寺
、
湯
元
泊
）

銚
子
（
大
船
津
、
本
銚
子
泊
）

那
須
（
湯
本
泊
）

伊
豆
（
伊
東
、
熱
海
泊
）

富
士
川
下
り
（
鰍
澤
、
身
延
山
泊
）

●
美
術
史
研
究
室
新
設

煉
瓦
建
階
下
、
元
闘
案
科
第
二
郡
赦
官
室
跡
へ
木
年

九
月
よ
り
美
術
史
研
究
室
を
設
け
ら
る
。
主
と
し
て
久
米
〔
桂
一
郎
〕
森
田

〔
亀
之
輔
〕
矢
代
〔
幸
雄
〕
諸
敦
員
に
よ
っ
て
使
用
せ
ら
る
べ
し
と
い
ふ
。
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●
辟
令
東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー
五
。

T
．
六

・
十
一

・
三
〇
〕

す
と
こ
ろ
あ
る
べ
し
。

同
上
。

同
上
。 正
倉
院
御
物
拝
観
の
為
め
奈
＿艮
へ
旅
行
せ
ら
れ

●
赦
室
時
事
建
築
園
案
科
第
二
郡
赦
官
室
圏
書
室
教
室
の
一
部
は
煉
瓦
建
の

二
階
へ
室
替
を
な
す
▽
漆
工
科
は
第
一
数
室
第
二
赦
室
と
分
ち
白
山
〔
松
哉
〕

数
授
堀
井
〔
政
吉
〕
助
教
授
辻
村
〔
松
華
〕
赦
員
は
第
一
赦
室
を
六
角
〔
紫

水
〕
数
員
は
第
二
赦
室
を
握
任
せ
ら
る
。

●
職
員
動
静

〇
紳
木
健
介
氏
（
教
授
）
此
程
誹
宮
司
罷
の
用
務
に
て
宇
治
山
田
市
へ

、
宮

内
省
の
命
に
て
日
光
及
伊
香
保
へ
出
張
せ
ら
れ
た
り
。

〇
澤
村
専
太
郎
氏
（
闊
託
）
十
月
二
十
六
日
印
度
へ
向
け
出
焚
せ
ら
る
。

0
岡
田
三
郎
助
氏
（
数
授
）

た
り
。
0
鹿
島
英
二
氏

（
赦
授
）

0
渡
邊
啓
三
氏
（
隧
託
）

0
六
角
注
多
艮
氏
（
嘘
託
）
同
上
。

0
本
多
利
宜
翁
逝
去
本
校
副
科
闊
託
弓
術
指
南
本
多
利
宜
翁
十
月
十
三
日
午

後
七
時
逝
去
せ
ら
れ
、
同
月
二
十
日
午
後
二
時
谷
中
齋
場
に
於
て
佛
葬
を
螢
ま

る
、
本
校
職
員
一
同
よ
り
香
莫
を
呈
し
憩
代
會
葬
せ
り
。
翁
の
略
博
は
別
に
記

数

授

古

宇

田

宜

學
術
研
究
の
た
め
京
都
市
へ
出
張
を
命
す
（
十
一
月
五
日
）

数

授

白

濱

徽

〔
（
〕

従
七
位

學
術
研
究
の
た
め
福
島
縣
へ
出
張
を
命
す
(
+
一
月
五
日
）

教

授

海

野

美

盛

数

授

島

田

佳

突

造
幣
局
に
於
て
募
集
す
る
銀
貨
模
様
岡
案
審
査
委
員
を
啜
託
す
(
+
一
月
十
二

日
大
蔵
省
）

足
立
芳
五
郎

叙
勲
八
等
授
瑞
賓
章
（
十
一
月
二
十
七
日
）

●
瑞
典
公
使
束
観
本
邦
駐
割
瑞
典
公
使
ワ
ー
レ
ソ
ベ
ル
グ
氏
は
、
同
國
よ
り

本
邦
の
教
育
制
度
調
査
の
為
め
渡
来
せ
る
同
國
女
流
教
育
家
リ
ソ
デ
ン
夫
人
を

伴
ひ
、
十
一
月
二
十
六
日
本
校
へ
来
観
、
委
し
く
視
察
せ
ら
る
。

●
職
員
動
静

0
小
林
萬
吾
氏
（
助
教
授
）
十
一
月
二
日
よ
り
福
岡
市
に
於
て
作
品
展
覧
會

を
開
か
る
。

0
福
井
信
之
進
氏
〔
（
〕
休
職
教
授
）
渡
鮮
金
剛
山
の
探
勝
を
了
へ
之
れ

よ
り
満
洲
方
面
へ
向
ふ
旨
十
一
月
十
九
日
付
通
信
を
寄
せ
ら
る
。

0
森
芳
太
郎
氏
（
懸
託
）
十
一
月
廿
二
日
大
阪
に
住
せ
ら
れ
し
御
質
母
逝
去

せ
ら
る
。

0
岡
田
信
一
郎
氏
頓
託
）
十
月
末
よ
り
狸
紅
熱
に
罹
り
大
學
病
院

八
澤
内
科
病
室
に
入
院
せ
ら
れ
つ

4

あ
り
。

0
平
田
宗
幸
氏
（
嘱
託
）
急
性
腸
加
答
兒
並
に
痔
核
の
為
め
九
月
末
よ
り
引

籠
療
蓑
せ
ら
る
。

〇
畑
正
吉
氏
（
獨
託
）

此
程
快
方
に
向
は
る
。

十
一
月
上
旬
よ
り
流
行
性
感
冒
に
罹
り
療
養
中
の
慮
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陸
叙
高
等
官
三
等

陸
叙
高
等
官
四
等

教
授

陸
叙
高
等
官
五
等
（
以
上
十
二
月
十
九
日
）

●
職
員
動
静

0
小
島
憲
之
氏
（
嘱
託
）

電
話
番
琥
小
石
川
二
七

0
0
に
愛
更
。

0
長
原
孝
太
郎
氏
（
教
授
）
今
回
番
地
の
訂
正
に
よ
り
従
来
の
一
二
三
六
番
地

は
三
二
七
番
地
に
改
ま
り
た
り
と
。

〇
結
城
素
明
氏
（
教
授
）
本
郷
謳
西
片
町
一

0
へ
の
四
琥
へ
轄
居
。

〇
津
田
信
夫
氏
（
助
赦
授
）
電
話
番
琥
下
谷
五
九
九

0
に
愛
更
。

●
辟
令

同 同 同 教
授

神
木

健
介

沼
田
勇
次
郎

小

堀

鞘

―音

川
合
芳
三
郎

藤

島

武

二

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
六
ー
六
。

T
．
六
・
十
二

．
――

10〕

書
記

欽一
――

學
生
弓
術
数
導
を
啜
託
す
（
十
二
月
三
日
東
京
＿帝
國
大
學
）

戸

部

隆

吉

雇
を
命
ず
、
美
術
史
研
究
室
助
手
兼
赦
務
掛
を
命
ず
（
十
二
月
十
七
日
）

教

授

結

城

林

蔵

屋
代

①

制
度
改
革
の
検
討

大
正
五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
に
お
い
て
本
校
の
諸
問
題
が
指
摘
さ

れ
た
の
を
受
け
て
、
本
校
で
は
大
正
六
年
か
ら
本
格
的
に
制
度
改
革
の
検
討
が

始
ま
り
、
そ
の
た
め
の
教
官
会
議
が
開
か
れ
た
。
第
一
の
問
題
と
さ
れ
た
の
は

授
業
規
則
の
改
正
で
、
現
存
資
料
か
ら
見
る
と
大
正
六
年
に
は
二
度
改
正
案
が

作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
の
改
正
案
（
二
月
）
で
は
科
を
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
、
塑
造
科
、
建
築

科
、
図
案
科
、
彫
刻
科
、
金
工
科
、
鋳
造
科
、
漆
工
科
、
写
真
製
版
科
、
師
範

科
の
十
一
科
と
し
、
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
、
塑
造
科
は
五
級
と
し
、
進
級
競

技
に
よ
っ
て
合
格
者
を
進
級
さ
せ
、
建
築
科
、
図
案
科
、
彫
刻
科
、
金
工
科
、

鋳
造
科
、
漆
工
科
は
四
学
年
、
写
真
製
版
科
、
師
範
科
は
三
学
年
と
し
、
こ
れ

ら
八
科
は
学
年
（
一
学
年
1
1

一
年
間
）
試
験
に
よ
っ
て
進
級
の
可
否
を
決
め
る

案
、
お
よ
び
、
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
は
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
、
塑
造
科

は
学
科
授
業
を
極
端
に
減
ら
し
、
他
の
科
も
師
範
科
以
外
は
学
科
授
業
数
を
減

ら
す
案
が
示
さ
れ
た
。

第
二
の
改
正
案
（
三
月
）
で

は
科
を
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
、
彫
刻
科
、
建
築

科
、
図
案
科
、
金
工
科
、
鋳
造
科
、
漆
工
科
、
写
真
及
び
製
版
科
、
師
範
科
の

十
科
と
し
、
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
、
彫
刻
科
（
塑
造
か
木
彫
の
ど
ち
ら
か
を
専
修

す
る
。
）
は
五
級
に
分
け
、
第
一
級
五
月
、
第
二
級
九
月
、
第
三
級
十
一
月
、
第

漆
工
科
、

写
真
及
び
製
版

四
級
一
月
、
第
五
級
三
月
の
進
級
競
技
と
予
備
競
技
に
よ
り
進
級
の
可
否
を
決

定
し
、
建
築
科
、
図
案
科
、

金
工
科
、

鋳
造
科
、

科
、
師
範
科
は
第
一
の
改
正
案
と
同
じ
進
級
法
を
と
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
第
一
の
改
正
案
と
比
べ
て
学
科
目
数
が
大
幅
に
増

関

連

事

項
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